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第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」

10E1

期
日

2010年（平成22年) 8月10日(火)

警告：合計が違います

会
場

○(千葉県)

女子2回戦

千葉教員 95 33 SAITAMA P&C

警告：合計が違います

(埼玉県)●
下松スポーツ公園体育館

主審 副審

場
 中島　淳  重政由佳里
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千葉教員 SAITAMA P&C
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 ＊ (C) 7 1 2 0 1 1 2 4 - - - - - - -

5 ＊ 9 1 2 2 0 3 0 5 0 0 0 0 0 0 0

6 12 1 4 1 1 3 2 6 0 0 0 0 0 0 0

－

中 田 典 子

選　手　氏　名 選　手　氏　名

富 樫 絵里子

永 堀 美由紀

橋 本 佳代子

桑 原 美 和

三 木 清 香

OT2３Ｑ・４Ｑ
タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）

１Ｑ・２Ｑ

－ －
OT1 １Ｑ・２Ｑ

－ － － －06:00 13:42 35:54－ － 27:07
３Ｑ・４Ｑ

－
OT1 OT2
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6 12 1 4 1 1 3 2 6 0 0 0 0 0 0 0

7 ＊ 8 0 4 0 0 2 3 7 (C) 4 0 2 0 0 4 0

8 ＊ 13 2 3 1 2 7 2 8 8 2 1 0 0 1 0

9 4 0 2 0 0 1 4 9 0 0 0 0 1 0 0

10 18 2 6 0 2 1 0 10 ＊ 5 1 1 0 2 2 1

11 7 1 2 0 1 1 1 11 ＊ 6 0 3 0 1 4 0

13 7 0 3 1 1 3 1 12 - - - - - - -

15 ＊ 10 0 5 0 4 9 2 13 ＊ 4 0 1 2 4 1 1

14 ＊ 0 0 0 0 1 3 0

鈴 木 麻友美

中 田 典 子

横 倉 安 美

津留﨑 治 子

内 田 敦 子

橋 本 佳代子

早 津 美 香

上 村 祐 実

西 村 希 望

武 藤 由 里

荒 木 春 華

渡 部 優 希

小 椋 恵

坂 本 秋 子

大 里 香 織

野 村 由 希

政 木 美 希
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14 0 0 0 0 1 3 0

15 4 0 2 0 0 2 0

16 ＊ 2 0 1 0 1 1 1

95 8 33 5 12 31 17 33 3 11 2 10 18 3

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

コーチ 早 津 美 香

合計 合計

コーチ

大 澤 由 紀

武 藤 由 里

横 山 廣 美

上 村 絵里衣
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戦　　評

両チームともハーフコートマンツーマン。千葉は＃5の３Pで幸先よく先制し、その後は高くて堅いディフェンスから

相手のミスをつき、速いパス回しからの展開で＃7、＃15を中心に得点を重ねる。対するSAITAMAはパスミスが続き、

シュートは打つものの入らずなかなか得点をあげることができないまま残り4分でタイムアウト。＃8の３Pでようやく得

点するも34－3で１Q終了。2Q、開始3分間はお互いにシュートが入らずターンノーバーが続いた。SAITAMAはタイムアウ

トをとるも流れは千葉へ。千葉は＃8のインサイドや＃11の3Pなどで得点を伸ばし、50－12で2Q終了。3Qもパスカットや

スティールからの速攻で千葉のペースで進み、残り4分で選手交代をおこなうが圧倒的なスピードで益々得点を重ねる。

一方 SAITAMAは＃11を中心に得点するものの流れに乗れず 残り1分には千葉のオールコートプレスディフェンスに攻
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記載者 藤田　卓也 （所属） 山口県バスケットボール協会

両チームともハーフコートマンツーマン。千葉は＃5の３Pで幸先よく先制し、その後は高くて堅いディフェンスから

相手のミスをつき、速いパス回しからの展開で＃7、＃15を中心に得点を重ねる。対するSAITAMAはパスミスが続き、

シュートは打つものの入らずなかなか得点をあげることができないまま残り4分でタイムアウト。＃8の３Pでようやく得

点するも34－3で１Q終了。2Q、開始3分間はお互いにシュートが入らずターンノーバーが続いた。SAITAMAはタイムアウ

トをとるも流れは千葉へ。千葉は＃8のインサイドや＃11の3Pなどで得点を伸ばし、50－12で2Q終了。3Qもパスカットや

スティールからの速攻で千葉のペースで進み、残り4分で選手交代をおこなうが圧倒的なスピードで益々得点を重ねる。

一方、SAITAMAは＃11を中心に得点するものの流れに乗れず、残り1分には千葉のオールコートプレスディフェンスに攻

めあぐねて連続得点を許してしまい、81－27で3Q終了。4Q、千葉は＃8のインサイドや連続3Pなどで得点を重ねる。

SAITAMAはシュートは打つものの決定力に欠け、力及ばす95－33で千葉の勝利。千葉の堅いディフェンスからの速攻、選

手層の厚さが際立った試合であった。
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